


島原
しまばら

城跡
じょうあと

（追加指定） 

１ 種 別 史跡 

 

２ 名 称  島原城跡 

 

３ 所在地 島原市城内一丁目１１９５番４・６  

         

４ 面 積 ８８８．７４平米 

 

５ 指定理由 

 

島原城は、雲仙岳北東麓に築かれた近世城郭である。元和
げ ん な

４年（1618）に松

倉重政が築城を開始し、その後 4 氏 19 代にわたり島原藩の藩庁として約 250

年間存続した。平成 28 年に本丸、二ノ丸、外曲
くる

輪
わ

の屋敷（小早川邸）、大手口

跡の一部（元島原図書館）が長崎県指定史跡に指定されたが、長崎地方裁判所

島原支部の公舎移転に伴い、大手口跡の未指定箇所の一部について市公有化が

実現したことから、今回追加指定するものである。 

 島原城大手口は、全体で東西75m、南北55mで、単独の曲
くる

輪
わ

並みの規模を誇る

桝形空間である。平成26年には、島原市教育委員会による発掘調査で、濠の水位

調節や曲輪内排水のために幕末頃に整備された石組竪坑
いしぐみたてあな

や水路を確認した。雲仙

山系からの伏流水や雨水を制御・活用する遺構と考えられ、高度な治水技術の一

端を示すものである。 

 島原城を構成する重要な要素の一つであることから、県史跡に追加指定し保護

するものである。 
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写真① 鬼塚古墳の立地 

図① 島原城跡写真（大手口から撮影） 

 

写真③ B地点出土隆起文土器① 

 

写真② 追加指定箇所 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真③ 島原城跡ゾーン区分図【追加指定箇所】 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真⑤ 『嶋原之城図（大手）』 

 

写真④ 追加指定箇所の発掘調査空中写真 
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